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３ はじめの言葉 

 
４ 続様子見のマイナンバー 

伸びないカード申請数               田原文夫 

依然として、マイナンバー制度の説明不足は続いている。また、システムとしての機能

についても納得できる説明はない。役所にしても、意味も分からず、仕事だから仕方なく、

マイナンバーの通知、発行作業をしているだけだろう。窓口で市民の質問に答えられる職

員もいない。これも、住基カードの二の舞か。 
 

 
１０ 情報社会を考える その６７ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

教育現場での悲劇 
 誤ったデータ／情報を元に行われた中学生の進路指導があった。それが元で、前途ある

中学生が高校受験を前に自殺するという事件となった。悲劇である。これほどの悲劇はな

いと言えるほどの悲劇である。世は情報社会と言われるように、コンピュータシステム化

されたデータ／情報に大きく依存する時代／社会になっている。今回の事件も、そうした

時代／社会を背景に起こった事件である。指導に当たった担任教師は、コンピュータ記録

のデータ／情報に基づき、生徒の希望校への推薦を拒否。成績ではなく 2 年も前（中学 1

年生当時）の素行記録を理由にしての推薦拒否だったという。結果は、前途に絶望し、悲

観した生徒の死という最悪の事態を招いた。ここにはいくつかの問題点を指摘できる。 

 
 

１２ オープンガバメント OG 28 
情報社会をすすめる       その 62        水田 浩 

1990 年代に紙によるワークフローをデジタルにして、メインフレームと端末を使って

事務系、技術系で個別に行われるようになり、1995 年代にはインターネットが世界中で

使えるようになってきた。そして、個別に開発されたシステムをより早く、より安く、よ

り良くつかうために製品やシステムのライフサイクル全体の統合化を模索するようにな

っていた。そして、産業別、国別のシステムとデータを世界共通にしてより生産性の高い

ビジネスをするために、世界共通の情報基盤を作らなければならないという認識が世界中

で起こっていた。そこで、CALS の一つの製品、システム、サービスを全ライフサイクル

で、「情報は一度つくって、幾度も使う」という運動は世界規模で受け入れられた。一つ

の CALS という概念（言葉）で 1995 年から 2005 年に掛けて世界中が一つになって運動

を起こすようになった。 
 

４ 
２０１６ No.739 
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１９ 連載 アーキテクチャ論 （60） 

IT4IT                       山本修一郎 

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

本連載も、今回で 60 回となった。今後も継続してアーキテクチャについて最新の話題

を紹介していきたい。今回はオープングループによる IT4IT について紹介する。 
IT が業界横断的な共通ビジネス基盤になったことから、IT のコモデティ化が進行して

いる。オープングループが標準化している IT4IT では、顧客企業が共通的に活用できる IT
活動のための参照アーキテクチャを提供している。IT4IT は、マイケル・ポーターが「競

争優位の戦略」で提唱した価値連鎖（バリューチェーン）に基づいて、IT の開発運用保守

活動を体系化している。IT4IT により、ビジネスの価値連鎖全体で業界横断的に、共通の

IT 問題を解決することができる。 
 

２９ 連載 日本再生と人材育成 

人口減少／少子高齢化時代への挑戦 その１５ 

第 10 話 大学勤務時代（その３）            Dr.ベスト 

マルチ人間、スーパー人間と呼ばれてもいいほど、高度成長時代からバブル崩壊、そし

て今日に至るまで 4 回の定年退職（1 回目：企業の早期退職制度に基づく退職（52 才）、2
回目:同企業の関連会社における定年退職（60 才）、3 回目:某大学における定年退職（65
才）、4 回目:別の大学における定年退職（70 才））を経験しながらも「情報と人材」をテー

マに働き続けてきた男がいる。その男の生き方は人口減少／少子高齢化時代への挑戦に何

らかのヒントを与えることができるのではないかと思われる。その半生を「履歴書」的に

紹介させていただきたい（編集部）。 

 

３７ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第７７回 世界のトップ棋士に勝利した AlhpaGo とは    根本忠明 

グーグルの AI 囲碁である AlhpaGo が、世界のトップレベルのプロ棋士を破った。囲碁

は、2500 以上の歴史を持ち最も複雑と言われている盤上ゲームの歴史のなかで、2016 年

3 月 9 日～15 日は、エポックメーキングな日となった。世界が驚いたのは、囲碁やコンピ

ュータの専門家の予想を 10 年近くも前倒しした点にある。人間の知性を人工知能が上回

る時代が、意外に早いかもしれないという期待と不安を、世界の人々の心に抱かせたとい

ってよい。今回は、グーグルの AlhpaGo の登場までの経緯と意義について、紹介するこ

とにしたい。 
 

４０ 続インテリジェンスへのいざない 75 

テロに怯え、翻弄される EU 各国テロリストの行動監視と限界  今井 武 

アフリカ、中近東諸国から EU までを含めたテロが続発している。まさに、国籍／国境

を問わない軍事行動が随所で起こっている。軍事テロリストの国籍も様々で、彼らの行動

監視だけでは治まらない、そういう現実を感じさせる。まさに第三次世界大戦を思わせる

ものがある。 
 
 

４３ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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